
子ども・子育て
協働のまちづくりを
めざして
～先進自治体による地域行動計画の現在

い ま

～

子ども　教育　まちづくり
代表電話10422-45-1151
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男
女
平
等
参
画
週
間

パ
ネ
ル
展

毎
年
６
月
23
日
d
か
ら
の
１
週

間
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

の
目
的
と
基
本
理
念
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
男
女
共
同
参
画

週
間
で
す
。
ま
た
６
月
は
東
京
都
が

定
め
る
男
女
雇
用
平
等
推
進
月
間
で

も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
三
鷹
市
女
性
問
題
懇
談
会

と
の
共
催
で
、
男
女
平
等
問
題
に
つ

次世代子育てシンポジウム2004子
育
て
支
援
室
・
1
ま
ち
づ
く

り
三
鷹
主
催
、
厚
生
労
働
省
、
東
京

都
後
援
。

子
ど
も
の
育
成
や
、
子
育
て
支
援

対
策
な
ど
を
具
体
的
に
規
定
す
る
地

域
行
動
計
画
の
策
定
が
、
全
国
自
治

体
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
世
田
谷
区
、

新
宿
区
、
三
鷹
市
の
先
進
事
業
の
紹

介
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
も
参
加
す
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。

▽
６
月
25
日
f
午
後
１
時
15
分
〜

い
て
考
え
る
パ
ネ
ル
展
を
実
施
し
ま

す
。

▽
６
月
21
日
b
〜
25
日
f
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
25
日
は
午

後
４
時
30
分
ま
で
）、
市
役
所
１
階

市
民
ホ
ー
ル
で
。

▼
直
接
会
場
へ
。

e

企
画
経
営
室
平
和
・
女
性
・
国

際
化
推
進
係
1
内
線
２
１
１
５

ま
ち
づ
く
り
研
究
所
第
3
分

科
会
第
5
回
の
傍
聴

男
女
平
等
参
画
条
例
（
仮
称
）
の

制
定
を
検
討
し
て
い
る
、
ま
ち
づ
く

り
研
究
所
第
３
分
科
会
第
５
回
の
傍

聴
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
６
月
29
日
c
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
、
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階

241
号
会
議
室
で
。

▼
６
月
28
日
b
午
後
５
時
ま
で
に
、

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
（
お
持
ち

の
方
は
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
と
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
も
）
を
、
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
・
は
が
き
ま
た
は
電
話
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）。

e

企
画
経
営
室
平
和
・
女
性
・
国

際
化
推
進
係
1
内
線
２
１
１
５
・

「
〒
181
‐
８
５
５
５
三
鷹
市
役
所
企

画
経
営
室
」
・
5
48
―
１
４
１
９
・

Ｅ
メ
ー
ル:kikaku@

city.m
itaka.

tokyo.jp

私
立
幼
稚
園
な
ど
の

補
助
金

私
立
幼
稚
園
な
ど
（
保
育
園
は
除

く
）
に
通
園
し
、
市
の
住
民
基
本
台

帳
、
外
国
人
登
録
原
票
に
記
載
さ
れ

て
い
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
申
請
方
法

各
園
で
所
定
の
書
類
に
記
入
し
、

園
の
指
定
す
る
方
法
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
園
に
用
紙
が
な
い
場
合
は
、

教
育
委
員
会
学
務
課
ま
た
は
各
市
政

窓
口
で
配
布
し
ま
す
）。

◆
補
助
金
額

①
入
園
料
＝
園
児
１
人
に
つ
き
３

万
５
千
円
、
②
保
育
料
＝
月
額
４
千

700
円
〜
１
万
900
円
（
所
得
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）、
③
就
園
奨
励
費
＝
年

額
５
万
６
千
500
円
〜
25
万
３
千
円

（
所
得
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）。

※
補
助
金
の
交
付
は
、
10
月
下
旬

の
予
定
で
す
。

e

学
務
課
1
内
線
３
２
３
２

五
中
多
目
的
室
を
開
放

７
月
１
日
e
か
ら
五
中
多
目
的

室
の
開
放
を
開
始
し
ま
す
。
生
涯
学

習
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場

と
し
て
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
開
放
時
間

午
後
６
時
〜
９
時
。
た
だ
し
、
学

校
休
業
日
は
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

５
時
（
受
付
開
始
午
後
０
時
30
分
）、

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
７
階
会
議
室
（
下

連
雀
３
―
38
―
４
）
で
。
市
民
無
料

（
そ
の
ほ
か
は
１
千
円
）。

▼
６
月
18
日
f
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
1
ま
ち
づ
く
り

三
鷹
5
40
―
９
７
５
０
・
Ｅ
メ
ー

ル：
kosodate@

m
itaka.ne.jp

へ
申
し
込
む
。

◆
内
容

午
後
１
時
30
分
か
ら
基
調

講
演
、
午
後
２
時
15
分
か
ら
先
進
事

例
紹
介
、
午
後
３
時
30
分
か
ら
、

「
①
地
域
行
動
計
画
の
策
定
を
振
り

返
っ
て
、
②
施
策
と
主
体
の
あ
り
方
、

③
市
民
、
子
ど
も
と
の
協
働
の
あ
り

方
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

e
1
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
1
40
―

９
６
６
９

対象は商店経営者など。

u7月13日（火）午後７時

～9時、市役所3階第2委員会室で。

s7月2日（金）（必着）までに、はがきまたはＥメールに「市長と語り会う

会参加希望」・①住所・②氏名（ふりがな）・③年齢・④性別・⑤電話

番号・⑥勤務先名・⑦語り合いたい内容を記入し「〒181‐8555三鷹市

役所秘書広報課秘書係」・Ｅメール：hisho@city.mitaka. tokyo.jp

へ申し込む。定員10人（定員を超えた場合は抽選）。

※傍聴を希望する方は、「市長と語り合う会傍聴希望」・①～⑥を記

入し、はがきまたはＥメールで申し込みください。定員５人（定員を超

えた場合は抽選）。

e秘書広報課秘書係1内線2010

第6回　市長と語り合う会

「地域と商店」

■
三
鷹
短
歌
会
５
月
の
秀
歌

【
選
と
評
】
金
田
　
義
直

切
断
の
音
も
聞
こ
え
て
呻
き
た
り
前

立
腺
手
術
に
耐
え
ん
と
し
て
も

内
藤
　
治
男

【
評
】「
切
断
の
音
」
は
患
部
を
切

り
取
る
音
。
生
々
し
い
体
験
だ
け

に
、
恐
怖
心
と
痛
み
が
直
に
伝
わ

っ
て
く
る
。

両
の
膝
合
は
す
こ
と
な
く
床
に
坐
し

胴
体
倒
す
骨
は
げ
ま
し
て坂

本
　
信
子

【
評
】
体
育
館
の
床
に
坐
し
て
、
両

脚
を
開
き
、
出
来
る
だ
け
深
く
前

屈
す
る
運
動
の
よ
う
だ
。
説
明
的

な
歌
だ
が
、「
骨
は
げ
ま
し
て
」

で
救
わ
れ
た
。
初
句
は
直
截
的
に

言
っ
た
方
が
良
か
っ
た
。

土
に
触
れ
ぬ
子
に
花
鉢
送
ら
む
と
夫

は
種
蒔
く
生
き
甲
斐
と
し
て

浅
野
　
寿
子

【
評
】
常
と
は
違
う
生
き
生
き
と
し

た
表
情
で
種
を
蒔
く
夫
を
羨
ま
し

く
思
う
作
者
な
の
だ
。
初
句
は
要

一
考
。

つ
ば
く
ろ
の
今
年
は
早
く
来
た
よ
う

な
せ
は
し
く
出
入
り
す
軒
下
の
巣
に

大
平
　
光
子

【
評
】
口
語
調
が
颯
爽
と
し
た
燕
の

飛
び
様
と
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。
気

持
ち
の
よ
い
歌
だ
が
、
下
の
句
は

や
や
常
套
的
。

何
処
よ
り
飛
ば
さ
れ
て
来
て
芽
生
え

し
か
芝
生
の
庭
に
ポ
ピ
ー
咲
き
た
り

大
平
　
牧
子

【
評
】
蒔
い
た
覚
え
の
な
い
ポ
ピ
ー

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
そ
の
花
に

心
を
癒
や
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
上

の
句
や
や
理
屈
っ
ぽ
い
。

に
ぎ
は
へ
る
物
産
展
の
会
場
に
関
西

弁
の
高
き
呼
び
声

神
宝
満
智
子

【
評
】
関
西
弁
の
一
際
高
い
呼
び
声

に
引
か
れ
、
そ
の
売
場
の
方
に
歩

を
向
け
た
作
者
な
の
だ
ろ
う
。
会

場
の
雰
囲
気
が
よ
く
出
て
い
る
。

久
び
さ
に
古
里
よ
り
の
友
の
電
話

「
怪
我
を
す
る
な
」と
念
押
し
て
言
ふ

横
尾
え
り
子

【
評
】「
念
押
し
て
言
ふ
」
は
う
る

さ
が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る

が
、
本
音
は
逆
。
作
者
に
と
っ
て

は
、
あ
り
が
た
い
忠
告
な
の
だ
。

◆
基
本
方
針（
素
案
）の
基
本
的
な
方
向

◇
義
務
教
育
９
年
間
を
通
し
た
一
貫
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
指
導
計
画
）
を
編
成
し
、

小
・
中
学
校
間
の
児
童
・
生
徒
、
教
員
の

連
携
・
交
流
に
重
点
を
お
い
た
連
携
の
あ

り
方
を
検
討
し
ま
す
。
現
行
の
学
習
指
導

要
領
の
範
囲
内
で
、
小
・
中
学
校
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
無
理
の
な
い
接
続
と
各
学
年
に

お
け
る
学
習
内
容
の
精
選
・
重
点
化
を
図

り
、
少
人
数
指
導
・
習
熟
度
別
学
習
・
選

択
教
科
を
充
実
さ
せ
、
授
業
時
間
数
の
弾

力
的
な
運
用
に
よ
っ
て
授
業
、
学
習
活
動

を
充
実
さ
せ
ま
す
。

◇
小
学
６
年
生
の
中
学
校
舎
へ
の
移
行
に

つ
い
て
は
、
完
全
移
行
を
行
わ
な
い
中
で
、

よ
り
一
層
教
育
効
果
を
高
め
る
た
め
の

小
・
中
学
校
間
の
相
互
連
携
・
交
流
の
実

施
方
法
を
検
討
し
ま
す
。
例
え
ば
、
児

童
・
生
徒
は
現
在
の
学
校
の
ま
ま
で
、

小
・
中
学
校
の
教
員
が
相
互
に
連
携
し
て

学
習
指
導
、
生
活
指
導
を
行
う
、
６
年
生

が
中
学
校
舎
で
学
習
す
る
こ
と
で
一
層
効

果
が
上
が
る
内
容
（
理
科
の
実
験
や
選
択

教
科
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
ま
た

は
一
定
の
期
間
、
中
学
校
で
学
ぶ
な
ど
の

方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◇
小
・
中
一
貫
教
育
校
を
支
え
る
三
鷹
ら

し
い
教
育
と
し
て
、
地
域
住
民
が
学
校
運

営
に
参
画
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
」
や
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
「
Ｉ
Ｔ
ス
ク
ー
ル
」
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

◇
こ
れ
ら
を
実
施
す
る
た
め
に
、
人
員
配

置
を
含
め
た
指
導
体
制
を
充
実
さ
せ
、
学

習
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
例
え
ば
、
補
助

教
員
の
任
用
や
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

用
を
図
り
ま
す
。

◇
平
成
17
年
度
に
、
小
・
中
学
校
間
の
実

践
的
な
交
流
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
９

年
間
の
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研
究
開
発

し
ま
す
。
平
成
18
年
度
か
ら
、
モ
デ
ル
校

で
の
３
年
間
程
度
の
実
施
期
間
に
お
い
て

段
階
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、
小
・
中
学

校
の
接
続
の
あ
り
方
や
学
習
活
動
の
充
実

を
含
め
、
実
施
目
標
、
実
施
方
法
や
検
証

方
法
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
検
証

の
上
に
立
っ
て
、
ほ
か
の
学
校
区
へ
拡
大

し
て
い
き
ま
す
。

◆
今
後
の
進
め
方

基
本
方
針
（
素
案
）
を
７
月
に
公
表
し
、

こ
の
素
案
を
も
と
に
、
意
見
交
換
会
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
な
ど
、
十
分
な
市

民
参
加
を
経
て
基
本
方
針
を
策
定
し
ま

す
。
さ
ら
に
今
秋
に
は
、
幅
広
い
市
民
の

参
加
を
得
て
「
開
設
準
備
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
開
設
準
備
に
あ
た
っ
て
の
検

討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

e

指
導
室
1
内
線
３
２
４
５

市教育委員会では、小・中一貫教育校のあり方につい
て、市民のみなさんのご意見や提案をお聞きする意見交
換会やアンケート調査などを実施し、今年秋ごろまでに
基本方針を策定していきたいと考えています。
このために、7月には、「基本方針（素案）」を作成し公
表する予定ですが、小・中一貫教育校構想の説明会や5
月に実施した意見交換会などでの保護者や市民のみなさ
んからのご意見を踏まえて、このほど、「基本方針（素
案）」の作成にあたって、次の方向で検討することとしま
した（教育委員会指導室のホームページに全容を掲載）。

小・中一貫教育校構想
今後の進め方の基本的な方向

6年生の中学校校舎移行は行わず
モデル校で18年度から3年間程度段階的取り組み

（
３
区
分
）。

※
事
前
に
団
体
登
録
が
必
要
で

す
。く

わ
し
く
は
生
涯
学
習
課
1
内

線
３
３
１
６
へ
。

お
子
さ
ん
の
就
学
相
談

平
成
17
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

学
、
中
学
校
へ
進
学
を
予
定
し
て
い

る
お
子
さ
ん
で
、
心
身
に
障
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
方
や
、
就
学
に
つ
い

て
心
配
ご
と
の
あ
る
方
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
、
教
育
セ
ン
タ
ー
１
階

就
学
相
談
室
で
。

▼
事
前
に
同
相
談
室
1
内
線
３
２
５

８
へ
申
し
込
む
。

一
日
家
庭
教
育
学
級

「
算
数
・
数
学
の
面
白
さ
っ
て
ど

う
い
う
こ
と
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
模

擬
授
業
を
体
験
し
な
が
ら
算
数
・
数

学
が
面
白
く
な
る
コ
ツ
を
学
び
ま

す
。

▽
７
月
３
日
g
午
後
２
時
〜
４
時
、

三
中
地
域
交
流
棟
１
階
大
会
議
室

で
。
講
師
は
数
学
研
究
家
・
自
由
の

森
学
園
元
学
園
長
松
井
幹
夫
さ
ん
。

上
履
き
持
参
。

▼
生
涯
学
習
課
1
内
線
３
３
１
６
へ

申
し
込
む
。

六
小
ふ
じ
み
学
級
（
知
的
障

害
学
級
）
授
業
公
開

▽
６
月
26
日
g
午
前
９
時
〜
午
後

０
時
15
分
（
10
時
15
分
〜
10
時
35

分
説
明
会
）、
同
校
で
。

e

同
校
（
福
嶋
教
頭
）
1
44
―

６
３
７
６

女
性
の
権
利
1
1
0
番

東
京
弁
護
士
会
・
第
一
東
京
弁
護

士
会
・
第
二
東
京
弁
護
士
会
・
日
本

弁
護
士
連
合
会
主
催
。

弁
護
士
会
で
は
、
内
閣
府
が
進
め

る
男
女
共
同
参
画
週
間
に
ち
な
み
、

「
女
性
の
権
利
110
番
」
と
題
し
た
無

料
電
話
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

◆
電
話
相
談
　
６
月
26
日
g
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
、
1
03
―
３
５

９
１
―
１
６
３
１
で
。

e

第
一
東
京
弁
護
士
会
人
権
法
制

課
1
03
―
３
５
９
５
―
８
５
８
３

「
'04
夏
！
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
in
み
た
か
」
参
加
者
募
集

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
み
た

か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
主
催
。

対
象
は
中
学
生
以
上
で
、
７
月
10
日

g
ま
た
は
７
月
30
日
f
午
後
２
時

か
ら
同
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
説
明

会
に
参
加
で
き
る
方
（
活
動
に
よ
り

年
齢
基
準
あ
り
）。

活
動
は
７
月
中
旬
〜
９
月
中
旬
に

高
齢
者
、
障
害
者
、
児
童
関
係
の
施

設
な
ど
で
、
体
験
は
原
則
と
し
て
行

事
な
ど
を
除
き
３
日
以
上
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ

る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
７
月
９
日
f
ま
で
に
、
所
定
の

「
参
加
申
込
カ
ー
ド
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
申

し
込
む
。
定
員
70
人
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
未
加
入
者
は
保
険
料
200
円
。

e

同
セ
ン
タ
ー
1
76
―
１
２
７
１

女
性
が
写
す

三
鷹
の
風
景
写
真
を
募
集

三
鷹
商
工
会
女
性
部
主
催
。
あ
な

た
が
三
鷹
に
い
て
自
慢
で
き
る
風
景

１
点
と
、
不
満
に
思
う
風
景
１
点
の

計
２
点
を
１
セ
ッ
ト
と
し
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
対
象
は
、
在
勤
・
在
学

を
含
む
女
性
の
市
民
。

◆
写
真
サ
イ
ズ
な
ど

サ
イ
ズ
は

自
由
、
デ
ジ
カ
メ
で
も
可
、
カ
ラ
ー
、

モ
ノ
ク
ロ
可

▼
７
月
13
日
c
午
後
５
時
30
分
ま

で
に
写
真（
１
人
１
セ
ッ
ト
ま
で
）の

裏
面
に
撮
影
場
所
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
・
コ
メ
ン
ト
を
記
入
し
「
〒
181

―
０
０
１
３
下
連
雀
３
―
37
―
15
三

鷹
商
工
会
事
務
局
担
当
佐
野
」
へ
郵

送
、
ま
た
は
持
参
し
て
申
し
込
む
。

※
応
募
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

e

同
事
務
局
1
49
―
３
１
１
１


